
2013/6/30 高木基金 成果発表会配付資料

【調査研究の概要】

・視覚ツールを活用して市民サイドからの客観的情報を配信する

・原子力資料情報室内での配信体制の確立

・継続的な配信（週１回程度）

【調査研究の経過】

分類 配信回数

福島原発事故関連 27

各地の原発状況 6

原子力政策・脱原発 19

その他 2

合計 54

【今後の展望など】

・福島をはじめとして地元の声を伝える

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：円） 充当した資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費 主として都内移動のための交通費 50,650 50,000 650

資料費

機材･備品費 ビデオカメラ、マイク、編集ソフトなど 146,068 146,068

会議費

印刷費

協力者謝礼など 出演者謝金および交通費 264,830 250,000 14,830

外部委託費

その他 人件費（アルバイト料） 193,000 193,000

合 計 654,548 300,000 354,548

参考文献（ウェブサイトや書籍、成果物など）

・http://www.cnic.jp/library/moviesidx

・http://www.ustream.tv/new/search?q=CNIC&type=all

グループ名

・代表者名

原子力資料情報室

伴 英幸
助成金額 30 万円

連絡先など
03-3357-3800

cnic@nifty.com

助成のテーマ ユーストリームの活用による原子力に関する科学的情報の提供

2012年度のUstream配信は

54 回、平均して週 1 回程度

の頻度で配信できた。これを

分野別に分類したのが右表

である。






